
生
保
内
中
学
校
女
子
剣
道
部
が
全
国
ベ
ス
ト
16
進
出

全
国
中
学
校
剣
道
大
会

8月17日～19日

高知県

ちいきのわだい
仙北市のできごとをおとどけ

9月7 日～9日

角館地区

角
館
祭
り
の
や
ま
行
事

曳
山
18
台
が
町
内
を
練
り
歩
く

ち
い
き
の

わ
だ
い

仙
北
市
の
で
き
ご
と
を
お
と
ど
け
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全
国
中
学
校
剣
道
大
会
で
、
生
保
内
中
学

校
女
子
剣
道
部
が
ベ
ス
ト
16
入
り
を
果
た
し

ま
し
た
。監
督
で
あ
る
西
根
義
明
先
生
か
ら
、

大
会
レ
ポ
ー
ト
を
寄
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
全

国
の
強
豪
と
競
い
合
っ
た
、
生
保
内
中
学
校

女
子
剣
道
部
の
活
躍
を
紹
介
し
ま
す
。
全
国

ベ
ス
ト
16
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

全
国
中
学
校
剣
道
大
会
が
８
月
17
日
か
ら

19
日
ま
で
高
知
県
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

秋
田
県
代
表
と
し
て
、
女
子
団
体
戦
に
生
保

内
中
学
校
剣
道
部
が
出
場
し
ま
し
た
。
全
国

大
会
で
は
県
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
48
校
が
集

ま
り
ま
し
た
。
予
選
リ
ー
グ
で
は
、
三
重
県

代
表
の
嬉
野
中
、
徳
島
県
代
表
の
那
賀
川
中

と
対
戦
し
、
２
ー
１
、２
ー
０
と
勝
利
を
お

さ
め
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
駒
を
進
め
ま

し
た
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦
で
は
九

州
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
あ
る
福
岡
県
代
表
の
玄

洋
中
と
対
戦
し
ま
し
た
。
前
年
度
全
中
個
人

王
者
か
ら
一
本
を
奪
う
な
ど
の
活
躍
も
あ
り

ま
し
た
が
０
ー
２
で
残
念
な
が
ら
敗
退
し
ま

し
た
。
今
大
会
は
そ
の
ま
ま
玄
洋
中
が
大
差

を
つ
け
て
優
勝
し
ま
し
た
の
で
惜
し
い
試
合

と
な
り
ま
し
た
。　
　

 

　

結
果
と
し
て
、
秋
田
県
勢
と
し
て
４
年
ぶ

り
の
16
強
と
な
り
、
仙
北
市
立
生
保
内
中
学

校
の
名
を
全
国
に
広
め
ら
れ
た
と
思
い
ま

す
。
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

９
月
３
日
、
市
営
田
沢
湖
球
場
で
第
９
回

健
康
づ
く
り
親
睦
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
、
前
回
女
性
の
部
で
優
勝

し
た
羽
根
川
ヒ
サ
さ
ん
（
生
保
内
中
央
ク
ラ

ブ
）
の
選
手
宣
誓
の
あ
と
、
１
５
１
人
の
会

員
の
皆
さ
ん
が
、
晴
天
の
も
と
４
コ
ー
ス
32

ホ
ー
ル
で
自
慢
の
腕
を
競
い
ま
し
た
。
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。〈
敬
称
略
〉

▼
男
子
優
勝　

門
脇
正
（
角
館
町
）
太
平
ク　

ラ
ブ　

▼
女
子
優
勝　

三
浦
貴
美
子（
田
沢
湖
）

向
生
保
内
朝
日
ク
ラ
ブ　

9月3日

市営田沢湖球場

仙
北
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
第
９
回
健
康
づ
く
り
親
睦
交
流
Ｇ
Ｇ
大
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
楽
し
く
交
流

海
外
か
ら
の
参
加
者
も
激
し
い
稽
古
に
汗

早
稲
田
大
学
合
気
道
部
夏
季
合
宿
開
催

9月11日～15日

角館武道館

　

角
館
町
出
身
、
合
気
道
競
技
創
始
者　

富

木
謙
治
師
範
（
１
９
０
０
～
１
９
７
９
）
創

設
の
早
稲
田
大
学
合
気
道
部
の
夏
季
合
宿

が
、
９
月
11
日
か
ら
15
日
ま
で
角
館
武
道
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
合
宿
に
は
２
０
１
７
年
に
当
市
で

開
催
さ
れ
る
国
際
合
気
道
競
技
大
会
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
日
本
合
気
道
協
会
主
催
）
の
視
察
も

兼
ね
て
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
・
ロ
シ
ア
か
ら
も
選

手
・
指
導
者
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

合
宿
期
間
中
、
熱
気
の
こ
も
っ
た
稽
古
が

行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち
の
気
合
い
が
武
道
館

に
響
い
て
い
ま
し
た
。

激
し
い
乱
取
り
稽
古
に
汗
を
流
す
参
加
者
。

大会終了後に入賞した会員の皆さんがそろって記
念撮影。グラウンドゴルフを楽しみながら交流も
深めた、笑顔の一コマ。

9月8日

角館地区

今
年
度
の
受
賞
者
が
決
定

お
や
ま
囃
子
コ
ン
ク
ー
ル

　

９
月
８
日
、
佐
竹
北
家
上
覧
時
に
、
各
町

内
の
山
車
が
一
堂
に
会
し
、
お
や
ま
囃
子
コ

ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が
各
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

《
囃
子
部
門
》
最
優
秀
賞
（
角
館
の
お
祭
り
保

存
会
長
賞
）
西
部
若
者  

秋
月
会  

代
表  

藤
原

勇
悦　

優
秀
賞
（
角
館
町
観
光
協
会
長
賞
）

中
央
通
り  

奏
雅
扇
舞
会  

代
表  

藤
井
哲
也　

優
秀
賞
（
仙
北
市
商
工
会
長
賞
）
横
町
若
者    

 

角
館
山
本
組  

代
表  

山
本
善
英

《
手
踊
り
部
門
》
最
優
秀
賞
（
角
館
の
お
祭

り
保
存
会
長
賞
）
本
町
通
り  

高
橋
キ
ヌ
子

社
中  

代
表  

高
橋
キ
ヌ　

優
秀
賞
（
角
館
町

観
光
協
会
長
賞
）
上
新
町
若
者  

千
葉
キ
ヨ

社
中  

代
表  

千
葉
キ
ヨ　

優
秀
賞
（
仙
北
市

商
工
会
長
賞
）
横
町
若
者  

渡
部
幸
子
社
中

代
表  

渡
部
幸
子

　

地
域
繁
栄
や
家
族
の
無
病
息
災
、
商
売
繁

盛
な
ど
を
祈
願
す
る
角
館
の
お
祭
り
が
、
晴

天
の
も
と
９
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

各
丁
内
か
ら
武
者
人
形
や
歌
舞
伎
人
形
を

の
せ
た
18
台
の
曳
山
が
７
日
に
神
明
社
へ
参

拝
し
、
８
日
は
、
佐
竹
北
家
当
主
へ
上
覧
。

薬
師
堂
へ
は
８
日
、
９
日
に
参
拝
に
向
か
い

ま
す
。
曳
山
は
飾
山
囃
子
を
奏
で
、
艶
や
か

な
手
踊
り
を
披
露
し
、
町
内
を
練
り
歩
き
ま

す
。
曳
山
同
士
が
道
で
出
会
う
と
、
通
行
の

優
先
権
を
め
ぐ
り
交
渉
を
繰
り
返
し
、
こ
れ

が
決
裂
す
る
と
実
力
で
通
る
こ
と
に
な
り
、

曳
山
同
士
が
激
突
す
る
山
ぶ
っ
つ
け
が
は
じ

ま
り
ま
す
。こ
の
時
祭
り
は
最
高
潮
を
迎
え
、

そ
の
勇
壮
さ
に
詰
め
か
け
た
大
勢
の
観
光
客

も
歓
声
を
上
げ
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

明
け
方
ま
で
若
者
の
か
け
声
と
お
囃
子
の

音
が
響
き
、
町
中
が
祭
り
一
色
に
つ
つ
ま
れ

ま
し
た
。

９日にお祭り実行委員会本部前で実施した表彰式。

秋
田
県
勢
と
し
て
、
４
年
ぶ
り
の
ベ
ス
ト
16
入
り
と

な
っ
た
生
保
内
中
学
校
女
子
剣
道
部
の
皆
さ
ん
と
西

根
義
明
監
督
。

右
か
ら
西
根
義
明
監
督
、
小
野
凌
華
さ
ん
（
先
鋒
：

３
年
）、
黒
沢
純
南
さ
ん
（
大
将
：
３
年
）、
田
口
悠

奈
さ
ん
（
中
堅
：
３
年
）、草
彅
萌
さ
ん
（
次
鋒
：
２
年
）、

黒
沢
日
向
さ
ん
（
副
将
：
１
年
）、
苣
木
彩
さ
ん
（
補

員
：
１
年
）。

掲
載
が
遅
れ
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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大
仙
市
神
岡
・
さ
さ
く
ら
公

園
で
第
８
回
大
仙･

仙
北･

美

郷
畜
産
共
進
会
が
開
催
さ
れ
、

肉
用
牛
部
門
で
、
秋
田
県
知
事

賞
を
受
賞
の
ほ
か
、
７
部
門
中

３
部
門
で
優
等
賞
を
受
賞
な
ど
、

輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

特
に
第
５
類
で
優
等
賞
を
取
る

こ
と
は
、
そ
の
地
区
で
の
改
良

が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
表
し
て

い
ま
す
。
各
部
門
で
健
闘
し
ま

し
た
が
、
総
合
で
は
惜
し
く
も

角
館
が
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

（
旧
市
町
村
単
位
）

　

来
年
度
は
秋
田
県
畜
産
共
進

会
も
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
さ

ら
な
る
改
良
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

仙
北
市
障
が
い
者
ふ
れ
あ
い

芸
能
文
化
発
表
会
が
９
月
13
日

に
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
島
筒
英
夫
さ
ん
（
全

盲
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
）
の
「
ピ
ア

ノ
に
感
謝
、
人
に
感
謝
」
と
題

し
た
ト
ー
ク
＆
ピ
ア
ノ
ラ
イ
ブ

が
行
わ
れ
、
す
ば
ら
し
い
ピ
ア

ノ
演
奏
と
お
話
し
を
会
場
の
皆

さ
ん
に
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
第
２
部
の
ス

テ
ー
ジ
発
表
で
は
歌
や
ダ
ン
ス
、

合
奏
な
ど
が
発
表
さ
れ
、
観
客

か
ら
大
き
な
拍
手
が
出
演
者
に

送
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
絵

画
や
手
芸
、
木
工
作
品
や
、
活

動
紹
介
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
、

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
う
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ

オ
モ
テ
ナ
シ
３
兄
弟

9月2日～

仙北市

楽
し
い
ダ
ン
ス
に
、
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

9月5日

大仙市

第
８
回
大
仙
・
仙
北
・
美
郷
畜
産
共
進
会

肉
用
牛(

牛
肉)

部
門
で
秋
田
県
知
事
賞

成績〈敬称略〉第 1 部肉用牛《秋田県知事賞》（におう 272 号 相馬勲 角館町）第 1 類（育成雌）《優

等賞》（えりざべす号 千葉俊悦 田沢湖）第 2 類（若雌）《優等賞１席》（におう 272 号 相馬勲 角館

町）《1 等賞１席》（第 44 くろやま号 黒山春雄 角館町）第 3 類（若雌）《1 等賞 1 席》（ゆりたかよ

し号 高橋芳弘 角館町）《１等賞２席》　（はくごう 294 号 下田忠浩 角館町）第 4 類（成雌）《1 等賞

1 席》　（みずさわ 179 号 小原洋一 角館町）《2 等賞 2 席》（そのだ 76 号 菅原孝作 角館町）第 5 類
（成雌牛群・4 頭 1 群）《優等賞》（そのだ 76 号 菅原孝作 角館町）（はくごう 272 号 下田忠浩 角館

町）（第 22 うるしばら号 佐藤操 西木町）（はるにしき 257 号 田口春美 西木町）《2 等賞》（第 41 き

たざくら号 大石徹治 田沢湖）（ひさひら号 千葉俊悦 田沢湖）（とりゆり号 小原洋一 田沢湖）（みず

さわ 179 号 小原洋一 田沢湖）第 6 類（母娘群）《1 等賞》（はるにしき 283 号・はるにしき 322 号 

田口春美 西木町）第 7 類 ( 義平福 )《1 等賞》（ないん 154 号 伊藤裕明 田沢湖）第 3 部　肥育牛《1

等賞 1 席》（春錦 288 号 伊藤則夫 西木町）《1 等賞２席》（古堀田 34 号 伊藤則夫 西木町）《2 等賞 4

席》（美津文号 伊藤則夫 西木町）第 4 部　家兎の部《2 等賞 2 席》（きらら号 佐藤乃三 田沢湖）

9月13日

角館交流センター

仙
北
市
障
が
い
者
ふ
れ
あ
い
芸
能
文
化
発
表
会

歌
や
踊
り
、
作
品
展
示
と
多
彩
な
催
し

おめでとうございます

9月9日

仙北市

白寿のお祝い

　９月９日、田口隆一さんが白寿を迎えら
れました。市からお祝いと花束が贈呈され
ました。

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
１

日
１
回
、
毎
日
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
１
４
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

フカインダー
（長男）

イヤスンダー（長女）

ヌクインダー
（末っ子）

ン
プ
リ
に
出
場
中

　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
祭
典
「
ゆ
る

キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
」
が
今
年
も

開
催
さ
れ
、
仙
北
市
か
ら
オ
モ
テ

ナ
シ
３
兄
弟
が
出
場
中
。
仙
北
市

の
知
名
度
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
、

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
投
票
は
10

月
20
日
ま
で
。
皆
さ
ん
の
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

訂
正
と
お
詫
び

前
号
３
ペ
ー
ジ
「
全
県
小
学
生
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会
」
記
事
中
、
お
名
前

の
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
と

お
り
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

【
誤
】
戸
村
綾
乃
さ
ん

【
正
】
戸
村
彩
乃
さ
ん

県 知 事 賞 受 賞 の に お う
272 号と相馬さん。

第 1 部第 1 類で優等賞の
えりざべす号と千葉さん。

第１部第 5 類で優等賞を受賞した
皆さん。
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庁
舎
整
備
基
本
構
想
（
素
案
）

統
合
庁
舎
整
備
の
考
え
方

　

統
合
庁
舎
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
、
庁
舎
の

老
朽
化
に
伴
う
安
全
性
の
問
題
や
分
庁

舎
方
式
の
デ
メ
リ
ッ
ト
等
を
解
消
す
る

た
め
に
、
仙
北
市
発
足
時
か
ら
そ
の
調

査
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
議
会
と
の
協
議

を
は
じ
め
、
市
民
会
議
で
の
検
討
や
角

館
庁
舎
移
転
に
関
す
る
市
民
説
明
会
の

開
催
な
ど
に
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
ご
意

見
、
ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
こ
う
し
た
ご
意
見
等
を
踏

ま
え
、
統
合
庁
舎
の
位
置
や
そ
の
整
備

手
法
等
に
関
す
る
具
体
的
な
方
針
の
ほ

か
、
各
庁
舎
の
今
後
の
方
向
性
を
示
し

た
「
庁
舎
整
備
基
本
構
想
（
素
案
）」
を

取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
市
民
の
皆
様
へ
の
説
明

と
広
く
ご
意
見
を
お
伺
い
す
る
た
め
の

市
民
説
明
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

庁
舎
の
整
備
に
は
、
施
設
の
老
朽
化

も
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

角
館
庁
舎
は
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
施

設
の
安
全
性
が
損
な
わ
れ
て
い
る
状
況

で
す
。

　

平
成
25
年
８
月
に
庁
舎
等
の
耐
震
診

断
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
西
木
庁

舎
以
外
の
庁
舎
の
Ｉ
Ｓ
値
（
構
造
耐
震

指
標
）
は
、
市
が
安
全
性
の
目
安
と
し

て
設
定
し
た
0.7
を
下
回
り
、
耐
震
補
強

が
必
要
で
あ
る
と
の
判
定
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
統
合

庁
舎
の
整
備
の
み
な
ら
ず
、
全
て
の
庁

舎
の
今
後
の
方
向
性
も
早
急
に
決
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
き
て
い

ま
す
。

庁
舎
の
現
状

区分 建築年 建築年数    耐震診断結果に
   基づく判断

田沢湖庁舎 昭和 47 年 42 年 補強を行う

角館庁舎 昭和 36 年 53 年 解体が望ましい

中町庁舎 昭和 46 年 43 年 解体が望ましい

西木庁舎 昭和 50 年 39 年 耐震性がある

■ 各庁舎の状況

田沢湖庁舎

角館庁舎

西木庁舎

中町庁舎

庁舎整備基本構想（素案）

問
合
せ
／
企
画
政
策
課

☎
（
43
）
１
１
１
２

角館総合病院管理棟
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①
整
備
方
法
に
つ
い
て
　

　

統
合
庁
舎
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、

市
民
の
利
便
性
を
高
め
る
こ
と
、
市
の

財
政
負
担
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が

重
視
す
べ
き
事
項
と
し
て
考
え
、
市
が

所
有
す
る
土
地
・
建
物
を
有
効
に
活
用

す
る
整
備
方
法
が
最
良
で
あ
る
と
し
ま

し
た
。

②
統
合
庁
舎
の
候
補
地
、
施
設
の
検
討

　

統
合
庁
舎
の
候
補
地
の
決
定
に
は
、

事
業
費
を
極
力
抑
制
す
る
こ
と
、
交
通

事
情
等
、
市
民
の
利
便
性
に
配
慮
す
る

こ
と
が
最
優
先
事
項
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
特
に
「
利

便
性
と
機
能
性
」、「
財
政
負
担
の
抑

制
」、「
防
災
機
能
」、「
ま
ち
づ
く
り
」

に
重
点
を
置
き
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の

各
方
面
か
ら
の
多
様
な
ご
意
見
、
ご
提

言
の
集
約
と
、
概
算
事
業
費
や
敷
地
面

積
等
の
積
算
、
集
計
を
含
め
た
多
角
的

な
比
較
の
結
果
、
角
館
総
合
病
院
管
理

棟
を
利
活
用
し
た
整
備
方
法
が
最
良
で

あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

統
合
庁
舎
整
備
の
考
え
方

【
平
成
27
年
度
】

　
　
〔 

基
本
設
計
、
実
施
設
計 

〕

【
平
成
28
年
度
】

　
　
〔 

病
院
棟
外
解
体
工
事 

〕

【
平
成
29
～
30
年
度
】

　
　
〔 

建
築
工
事 

〕

【
平
成
30
年
度
】

　
　
〔 

外
構
工
事 

〕

【
平
成
31
年
度
】　

　
　
〔 

移
転
・
移
設
関
係
、

　
　
　
　

角
館
庁
舎
外
解
体
工
事
〕

　

田
沢
湖
庁
舎
、
西
木
庁
舎
を
総
合

支
所
と
し
、
出
張
所
は
、
現
行
ど
お

り
、
神
代
、
田
沢
、
桧
木
内
、
上
桧
木

内
の
４
地
域
に
設
置
し
ま
す
。
単
に
窓

口
業
務
等
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
市

民
サ
ポ
ー
ト
体
制
機
能
の
強
化
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
郵
便
局
等
で
の
諸
証
明

の
発
行
や
コ
ン
ビ
ニ
収
納
等
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
、

３
庁
舎
を
巡
回
す
る
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
運
行
し
、
来
庁
者
の
交
通
ア
ク
セ

ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

特
に
、
田
沢
湖
庁
舎
と
西
木
庁
舎

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
長
を
活
か

し
て
、
庁
舎
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
活
性
化
を
狙
い
ま
す
。
こ
れ
を

実
現
す
る
た
め
、
地
域
に
適
し
た
部
署

の
配
置
や
、
地
域
活
性
化
に
資
す
る
事

業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

総
合
支
所
・
出
張
所
の
役
割
、
機
能

　

角
館
庁
舎
・
西
側
庁
舎
と
中
町
庁
舎

に
つ
い
て
は
、
耐
震
補
強
工
事
を
実
施

し
た
場
合
、
庁
舎
機
能
が
著
し
く
低
下

す
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、
解
体
す
る
こ

と
が
適
切
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
角
館
庁
舎
お
よ
び
西
側
庁
舎

解
体
後
の
「
火
除
け
の
復
元
」
に
つ
い

て
は
、
角
館
の
歴
史
的
背
景
や
観
光
面
、

機
能
等
を
多
面
的
に
考
慮
の
上
、
文
化

財
関
係
団
体
等
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が

ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

中
町
庁
舎
敷
地
は
中
心
市
街
地
で
、

観
光
客
等
多
く
の
人
が
賑
わ
う
エ
リ
ア

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
利
活
用
が
具
体
化

す
る
ま
で
は
、
主
に
観
光
振
興
へ
寄
与

す
る
た
め
に
活
用
し
ま
す
。

　

西
木
地
区
は
、
美
し
く
、
素

朴
な
農
山
村
風
景
が
広
が
る
地

域
で
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
先
進
地
と
し
て
、
農
山
村
地

域
と
都
市
と
の
交
流
に
よ
る
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

西
木
庁
舎
に
は
、
生
涯
学
習

や
農
山
村
産
業
の
振
興
と
体
験

を
重
点
に
、
中
央
公
民
館
や
農

山
村
体
験
・
交
流
推
進
室
（
仮
称
）

を
配
置
し
、
農
林
業
と
自
然
環

境
を
活
か
し
た
産
業
や
学
習
・

交
流
の
拠
点
と
し
、
地
域
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

西
木
庁
舎

　

田
沢
湖
地
区
は
、
秋
田
県
東
側

の
玄
関
口
と
し
て
、
田
沢
湖
、
秋

田
駒
ヶ
岳
な
ど
大
自
然
や
素
晴
ら

し
い
景
観
に
恵
ま
れ
、
温
泉
、
ス

ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施

設
も
多
く
、
自
然
と
共
生
し
た
安

心
で
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　
「
山
と
湖
と
温
泉
」
を
活
か
し
、

観
光
と
結
び
つ
い
た
ス
ポ
ー
ツ
振

興
・
温
泉
と
健
康
を
核
と
し
た
ス

ポ
ー
ツ
振
興
室
（
仮
称
）
を
配
置

し
、
総
合
的
な
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

拠
点
と
し
て
、
地
域
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。 田

沢
湖
庁
舎

角
館
庁
舎
・
西
側
庁
舎
お
よ

び
中
町
庁
舎

庁舎整備基本構想（素案）

本庁舎　：角館総合病院管理棟（増改築）6,390㎡　　22 億 6,490 万円
　　　　　管理棟既存面積 3,390㎡　　増築面積 3,000㎡
総合支所：田沢湖庁舎（耐震補強）　　  1 億 4,714 万円
　　　　　西木庁舎　〔耐震補強必要なし〕
付帯事業：角館総合病院（解体）  　 　　2 億 4,014 万円　※外来棟、入院棟外
　　　　　　角館庁舎・西側庁舎（解体）　   5,121 万円
　　　　　　中町庁舎（解体）　　　                   876 万円

財源計画
主な財源は、合併特例事業
債、過疎対策事業債等、財
政的に有利な地方債等を充
て、市の財政負担を最小限
に抑えます。

事業費

財源 金額 構成比（％）
合併特例事業債 23 億 6,000 万円 87.0
過疎対策事業債 6,000 万円 2.2

国庫支出金 4,400 万円 1.6
一般財源 2 億 4,800 万円 9.2

合計 27 億 1,200 万円 100.0

本庁舎：角館総合病院管理棟　　総合支所：田沢湖庁舎　西木庁舎
【総事業費：２７億１，２００万円　実質市負担額：９億７，３００万円】

※合併特例事業債等を充当することによって、償還金の 70％が交付税措置されます。

庁舎整備計画

統合庁舎の位置　　〔 市立角館総合病院敷地　市有地：17,697㎡ 〕
統合庁舎の整備方法〔 現病院管理棟を活用した増改築 〕

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
案
）

総
合
的
な
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
拠
点

産
業
や
学
習
・
交
流
の
拠
点

　

統
合
庁
舎
と
し
て
必
要
な
基
準
面
積

を
算
定
す
る
た
め
に
左
表
の
指
標
を
設

定
し
、「
総
務
省
旧
地
方
債
同
意
等
基
準
」

を
参
考
に
算
定
し
ま
す
。

例
　
事
務
室
＝
職
員
数
×
基
準
面
積

項 目 平成 31 年度 備 考

人口 25,000 人 平成 32 年人口
25,091 人

議員数 19 人 仙北市議会議員の定数
を定める条例による

職員数 200 人 本庁舎収容職員数
（設定値）

※平成 32 年人口「人口問題研究所」推計

①庁舎建築面積（2,000㎡）
　庁舎延べ床面積　6,000㎡
　建築面積（3 階建÷ 3）2,000㎡
②付帯施設（15,100㎡）
　公用車車庫（70 台）　1,600㎡
　来客者駐車場（100 台）2,500㎡
　職員駐車場（200 台）　5,000㎡
　堆雪帯 1,000㎡
　その他付帯敷地 5,000㎡
　（緑地帯、構内道路等）
③敷地面積（①＋②）　約 17,100㎡

庁
舎
の
規
模

・ 財政規模を一段と縮小せざるを得ない中で、行政サービスを維持していくには、行財政改革をさらに強力に推し進めな
    ければなりません。今後、職員の削減がさらに進むことにより、市民サービスへの影響を抑えるためには、各庁舎に職
　員 を分散配置するのではなく、一箇所に結集し、部局横断的な取り組みを進める体制の整備が必要とされます。

・ 庁舎を統合することによって、部署間の迅速な情報伝達と情報共有、時間的なロスがない指揮命令系統の一元化等、多
　くの課題が解決され、災害、緊急時等における市民の安全確保や市民サービスの向上、並びに事務の効率化が図られます。

 

基
本
指
標

１
「
市
民
が
利
用
し
や
す
い
庁
舎
」

・
総
合
案
内
所
、
わ
か
り
や
す
い
案
内
表
示
の
設
置

・
来
庁
者
の
庁
舎
内
移
動
負
担
軽
減
サ
ー
ビ
ス

・
来
庁
者
を
目
的
部
署
に
導
く
誘
導
レ
ー
ン
の
設
置

・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
導
入　
　

・
庁
舎
間
を
巡
回
す
る
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行

２
「
市
民
が
集
い
、
親
し
ま
れ
る
庁
舎
」

・
市
民
団
体
等
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
と
し
て
の
活
用

・
市
民
が
自
由
に
使
え
る
ス
ペ
ー
ス
の
提
供

・
行
政
情
報
提
供
機
能
の
設
置

・
観
光
案
内
、
歴
史
文
化
伝
承
機
能
の
設
置

３
「
防
災
機
能
拠
点
と
し
て
の
庁
舎
」

・
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
や
情
報
通
信
設
備
の
整
備

・
市
民
の
緊
急
避
難
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

・
非
常
用
電
源
や
通
信
障
害
の
発
生
を
防
ぐ
機
能

・
防
災
関
係
用
品
の
備
蓄
倉
庫
の
設
置

４
「
行
政
需
要
の
変
化
に
対
応
で
き
る
庁
舎
」

・
可
動
式
間
仕
切
り
の
設
置

・
収
納
ス
ペ
ー
ス
の
一
元
化

・
効
率
的
な
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
構
築

５
「
環
境
や
景
観
に
配
慮
し
た
庁
舎
」

・
太
陽
光
発
電
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
、
自
然
採
光
、
自
然
通
風
等
、
省
エ
ネ

　

設
備
の
導
入

 

庁
舎
の
あ
る
べ
き
姿

　

庁
舎
は
、
市
民
の
た
め
の
施
設
と
の
観
点
に
立
っ

た
庁
舎
の
役
割
と
、
優
先
す
べ
き
機
能
は
次
の
と
お

り
で
す
。

 統合庁舎の必要性

　

町
村
合
併
協
議
の
際
に
、
全
て
の

部
署
、
職
員
を
一
つ
の
庁
舎
に
収
容

し
き
れ
な
い
こ
と
か
ら
現
在
の
分
庁

舎
方
式
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
分

庁
舎
方
式
に
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
妨
げ
る
様
々
な
問
題
が
あ
り

ま
す
。

 「
分
庁
舎
方
式
」
の
問
題
点

現在の庁舎、施設部署設置状況

①
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
課
題

・
用
件
を
ど
こ
の
庁
舎
、
部
署
で
取
り

　

扱
っ
て
い
る
の
か
、
窓
口
が
わ
か
り

　

づ
ら
い
。

・
複
数
の
部
署
に
渡
る
用
事
の
場
合
、

　

一
つ
の
庁
舎
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で

　

き
な
い
。

②
防
災
拠
点
機
能
の
課
題

・
災
害
や
緊
急
時
に
関
係
部
署
、
職
員

　

が
一
体
と
な
っ
て
の
情
報
収
集
、
分

　

析
、
判
断
が
で
き
な
い
。

・
迅
速
に
適
切
な
指
示
、
命
令
が
で
き

　

な
い
。

③
業
務
効
率
化
の
課
題

・
職
員
の
打
合
せ
、
会
議
等
の
移
動
に

　

多
く
の
時
間
が
費
や
さ
れ
、
迅
速
な

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
な
い
。

・
車
両
の
維
持
管
理
費
等
、
移
動
手
段

　

に
要
す
る
経
費
を
、
抑
制
す
る
こ
と

　

が
で
き
な
い
。

④
庁
舎
機
能
の
課
題

・
高
齢
者
、
体
の
不
自
由
な
方
、
子
ど

　

も
連
れ
の
方
な
ど
に
対
応
し
た
ユ
ニ

　

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
な

　

い
。（
車
椅
子
用
ト
イ
レ
、ス
ロ
ー
プ
、

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
）

西木地域センター、福祉
保健部、農林部、建設部、
農業委員会事務局

西木庁舎（配置部署）
角館地域センター、市
民生活部、教育委員会

角館庁舎（配置部署）
総務部、田沢湖地域セ
ンター、会計課、議会・
監査委員・選挙管理委
員会、各事務局

田沢湖庁舎（配置部署）

企業局
（業務課、工務課）

企業局（配置部署）

観光商工部
（観光課、商工課）

中町庁舎（配置部署）

福祉保健部（保健課）

健康管理センター（配置部署）


